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東
京
都
医
師
会
は
３
月
12
日

（
木
）
に
記
者
会
見
を
開
催
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
基
本
方
針
を
示
し
た
。

会
見
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
か
か
り
つ

け
患
者
か
ら
の
電
話
相
談
に
対
応

し
て
ほ
し
い
と
会
員
に
協
力
を
求

め
た
ほ
か
、
都
民
に
対
し
て
も
直

接
来
院
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

か
か
り
つ
け
医
に
電
話
で
相
談
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
感
染
症
の
予
防
策
や
電

話
で
の
相
談
・
受
診
の
流
れ
を
周

知
す
る
た
め
に
都
民
向
け
の
ポ
ス

タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
（
２
面
参
照
）。
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
は
日
本
語
版
の
ほ

か
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
版

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
全
国
の
み
な
さ
ま
に
ご
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、「
東
京
都
医

師
会
」
の
部
分
を
書
き
換
え
ら
れ

る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
も
公
開
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
か
か
り
つ
け
医
の
外

来
診
断
手
順
と
医
療
機
関
に
お
け

る
対
応
ガ
イ
ド
を
と
り
ま
と
め
、

３
面
に
掲
載
し
て
い
る
。

会
見
の
冒
頭
で
は
、
尾
﨑
治
夫

会
長
が
感
染
防
止
に
向
け
た
４
つ

の
お
願
い
を
公
表
し
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
入
り
ま
し

た
。
地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
会

員
、
か
か
り
つ
け
医
の
い
る
診
療

所
・
民
間
病
院
も
今
後
よ
り
積
極

的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

無
理
せ
ず

休
ん
で
く
だ
さ
い

初
期
症
状
は
、
普
通
の
風
邪
と

区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
風
邪
気
味

の
方
、
体
調
が
悪
い
方
は
、
ま
ず

自
宅
で
休
ん
で
く
だ
さ
い
。
経
営

者
の
方
も
、
休
ま
せ
る
努
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
ク
ラ
ス
タ
ー

感
染
を
起
こ
し
や
す
い
場
所
に
は

行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

都
民
の
み
な
さ
ま
の
行
動
変
容

が
必
要
で
す
。
何
も
対
策
し
な
い

と
３
カ
月
後
、
東
京
都
で
は
入
院

２
万
人
、
外
来
４
万
５
千
人
に
及

び
、
ま
さ
に
医
療
崩
壊
に
な
り
ま

す
。
感
染
拡
大
防
止
策
の
強
化
に

は
、
都
民
の
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と

り
の
協
力
が
必
要
で
す
。

心
配
な
方
は
、

ま
ず
電
話
で
相
談
を

か
か
り
つ
け
医
の
い
る
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

心
配
な
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

ま
ず
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

直
接
来
院
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
新
た
な
院
内
感
染
を
防

ぐ
た
め
で
す
。

喫
煙
者
は
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
禁
煙
を

喫
煙
者
の
方
は
、重
症
化
率
２
・

２
倍
、
死
亡
率
３
・
２
倍
と
の
報

告
が
あ
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
受

動
喫
煙
防
止
条
例
も
全
面
施
行
と

な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
身
を
守
る
た
め
に
も

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
禁
煙
を
考
え
て

く
だ
さ
い
。

要
介
護
高
齢
者
等
へ
の

二
次
被
害
を
考
え
て

く
だ
さ
い

　

名
古
屋
市
内
で
起
き
た
事
例
の

よ
う
に
、
一
部
の
介
護
施
設
で
感

染
者
が
出
た
際
に
周
辺
地
域
す
べ

て
の
同
様
施
設
を
閉
鎖
し
て
し
ま

う
こ
と
は
、
種
々
の
ケ
ア
が
で
き

な
く
な
り
要
介
護
高
齢
者
に
大
き

な
二
次
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

①
蔓
延
期
に
向
け
て
、
重
症
者
へ

の
対
応
を
第
一
と
し
、
可
能
な
限

り
重
症
化
・
死
亡
を
減
ら
す
。

②
高
齢
者
等
が
、
過
剰
な
制
限
や

制
約
等
に
よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
直
接
関
係
し

な
い
原
因
に
よ
り
、
生
活
・
医
療
・

介
護
等
に
支
障
を
き
た
す
、
い
わ

ば
〝
二
次
被
害
〞
を
最
小
化
す
る

よ
う
努
め
る
。

③
医
療
関
係
者
・
都
民
だ
け
で
は

な
く
、
介
護
福
祉
関
係
者
等
に
対

し
て
も
、
正
確
な
情
報
提
供
を

行
う
。

①
す
べ
て
の
会
員
は
、
か
か
り
つ

け
患
者
か
ら
の
電
話
に
よ
る
相
談

に
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
発
熱
・
呼
吸
器
症
状
を
有
す
る

患
者
を
診
察
す
る
際
は
、
標
準
的

予
防
策
（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
と

患
者
毎
の
手
洗
い
、
必
要
な
場
合

は
、
ゴ
ー
グ
ル
ま
た
は
メ
ガ
ネ
、

手
袋
）
は
必
須
で
す
。

③
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
体
を
採
取
す

る
時
は
Ｐ
Ｐ
Ｅ
着
用
が
必
要
で
す

（
か
か
り
つ
け
医
の
現
場
で
は
原

則
行
い
ま
せ
ん
）。

④
過
去
に
診
察
し
た
患
者
が
病
院

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
（
感
染
）
と
判
定

さ
れ
て
も
標
準
的
予
防
策
を
講
じ

て
い
れ
ば
、
濃
厚
接
触
者
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
医

院
を
休
診
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
発
熱
・
呼
吸
器
症
状
の
患
者
を

診
察
で
き
る
医
療
機
関
と
診
察
で

き
な
い
医
療
機
関
を
そ
れ
ぞ
れ
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
。

②
か
か
り
つ
け
患
者
の
電
話
相
談

は
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

診
察
に
お
い
て
は
前
述
の
医
療
機

関
が
わ
か
る
よ
う
住
民
に
ご
周
知

く
だ
さ
い
。

③
地
域
内
お
よ
び
近
隣
地
域
の
病

床
を
有
す
る
病
院
や
行
政
と
協
力

し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
対
策
協
議
会
」
を

地
域
ご
と
に
立
ち
上
げ
、
医
療
連

携
体
制
を
構
築
・
確
認
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

④
種
々
の
情
報
を
迅
速
に
会
員
へ

周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

①
行
政
や
医
師
会
等
か
ら
の
正
確

な
情
報
を
収
集
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
安
等
が
あ
る
時
は
か
か
り
つ

け
医
に
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

③
受
診
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
電

話
を
か
け
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

④
閉
鎖
空
間
で
他
者
と
近
接
す

る
よ
う
な
環
境
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

⑤
通
常
の
感
染
予
防
策
を
心
が
け

て
い
れ
ば
、
過
度
な
行
動
制
限
や

日
常
生
活
の
制
限
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

⑥
「
体
調
不
良
」
を
感
じ
た
ら
、

し
っ
か
り
休
養
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

新型コロナウイルス感染症に対する東京都医師会の基本方針

東
京
都
医
師
会
員
の

み
な
さ
ま
へ

基
本
方
針

都
民
の
み
な
さ
ま
へ

地
区
医
師
会
に

お
願
い
し
た
い
こ
と

東
京
都
医
師
会
か
ら

都
民
の
み
な
さ
ま
へ

４
つ
の
お
願
い
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新型コロナウイルス感染症を意識したかかりつけ医の外来診断手順
〜新型コロナウイルス感染症を恐れ過ぎず、しっかりとかかりつけ医の役割を果たす〜

医療機関における対応ガイド
濃厚接触の範囲（厚生労働省）
① 新型コロナウイルス感染症が疑われるものと同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があったもの
② 適切な感染防御なしに新型コロナウイルス感染症が疑われる患者を診察、看護若しくは介護していたもの
③ 新型コロナウイルス感染症が疑われるものの気道分泌液若しくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高いもの

各医療機関の外来に共通する感染予防策
基本的に誰もがこのウイルスを保有している可能性があることを考慮
•外来診察の際の標準予防策：サージカルマスクの着用と手指衛生の励行
•�患者の鼻腔や咽頭から検体を採取する際：サージカルマスク等及び眼の防護具（ゴーグルまたはフェイスシールド）、ガウン、

手袋の着用
•患者の診察において上記感染予防策を取ることが困難な場合は、最寄りの新型コロナ外来（帰国者・接触者外来）に紹介
•感染予防策を適切に講じていれば、濃厚接触者には該当しない
•患者と医師がマスクを着用している場合は暴露のリスクは低リスクに該当し、無症状の医療従事者に対する就業制限はない

応召義務と診療拒否の「正当な事由」
発熱や上気道炎症状を有するのみでは診療拒否の「正当な事由」に該当せず。診療が困難である場合は、少なくとも新型コロ
ナ外来（帰国者・接触者外来）や新型コロナウイルス感染症の患者を診療可能な医療機関への受診を適切に勧奨すること

＊感染防御策
① 時間的・空間的分離
② 患者・医師はマスク装着
③ 診療後手洗い
④ 換気
⑤ アルコール消毒

＊問診のポイント
•インフルエンザは急な発熱
•�新型コロナは感冒症状、消化器症状

が1週間程度続いてから悪化（多く
は軽快）

•�渡航歴、濃厚接触歴、クラスター暴
露歴の聴取は重要

＊臨床検査が困難な場合
　�問診、身体所見から肺炎が強く疑わ

れる場合には新型コロナ外来へ紹介

日本環境感染学会「医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド」第2版改訂版（ver.2.1）
および厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部令和2年3月11日発出事務連絡参照 （東京都医師会　2020年3月24日版）

（東京都医師会　2020年3月24日版）

①のみ
または
なし

異常なし

あり

あり

①と②③④の
いずれかあり

AかつBが
当てはまる

A、Bが部分的にしか
当てはまらない

感冒症状

新型コロナ外来：PCR検査
直接連絡を調整中、現在は受診相談窓口に電話

＊通常の上気道炎に
　対する対応
•急激な悪化に対する注意説明
•3日程度自宅療養、経過観察

症状が4日以上改善しない

症状が4日以上改善しない

A. WBC↑・顆粒球↑
     CRP↑
B. 胸部X線肺炎像

＊肺炎を疑う症状・身体所見
① 発熱症状（悪寒）、倦怠感
② 呼吸苦、頻呼吸
③ 聴診にてラ音捻髪音聴取
④ 低酸素血症（SAT<93%）

＊通常の肺炎の治療、
　自宅療養
•�急激な悪化に対する注意説明
•�3日程度自宅療養、経過観察
＊呼吸機能低下、高齢者は入院

＊肺炎を疑う検査
① 血液検査（WBC・白血球像・CRP）
② 胸部X線検査
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　日頃から東京都の難病対策にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。
　令和2年3月から、難病指定医（協力難病指定医）の指定に係る研修を、オンラインで受講することが
可能になりました。
※厚生労働大臣が定める認定機関が認定する専門医の資格をお持ちの方は、研修を受講する必要はありません。
　指定医オンライン研修の受講を希望される方は、「指定医オンライン研修利用届」を郵送、ファクシミリ、
Eメールいずれかの方法で右記提出先までご提出ください。受講に必要なID・パスワードを郵送で通知
いたします。
■「指定医オンライン研修利用届」は、以下のホームページからダウンロードしてください。
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/nanbyo/portal/shiteii/
shiteii_kenshu.html
※郵送またはファクシミリでの送付をご希望の場合は、右記問い合わせ先までご連絡ください。
※指定医オンライン研修システムのURLは、ID・パスワードの通知と併せてお知らせいたします。

難病指定医（協力難病指定医）の指定に係るオンライン研修の実施についてのお知らせ

東京都福祉保健局保健政策部疾病対策課
疾病対策担当

〒163-8001
東京都新宿区西新宿2-8-1　
東京都庁第一本庁舎29階南側

［電話番号］　　　　　03-5320-4471
［ファクシミリ番号］　03-5388-1437
［Eメールアドレス］
S0000311@section.metro.tokyo.jp

提出先および問い合わせ先

りんかい線（東京臨海高速鉄道）国際展示場駅改
札内コンコースに、漫画家・手塚治虫氏の原画を
基に製作された陶板レリーフ「Osamu Tezuka, 
Charactars on Parade ～手塚治虫キャラクター
ズ大行進」が設置されています。
国際展示場駅近くの東京ビッグサイトではマンガ
やアニメに関するイベントが多く開催されており、
世界からのお客様もたくさんお迎えすることから、

手塚氏の壁画が選ばれました。原画は1976年に
描き下ろされたもので、代表的なキャラクター36
体が描かれています。
この作品は、公益財団法人日本交通文化協会が、
りんかい線の協力のもと、一般財団法人日本宝く
じ協会の社会貢献広報事業の助成を受け設置さ
れました。原　画：手塚治虫	 　監　修：株式会社手塚プロダクション

サイズ：縦2.6m×横8.8m	 　制　作：2019年

表
紙
の
写
真

今
、私
た
ち
は
「
新
型
感
染
症
」

の
本
当
の
困
難
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
を
防
ぐ
べ

く
小
・
中
学
校
、
高
校
は
休
校
と

な
り
、
市
中
で
は
マ
ス
ク
や
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
が
買
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。株
価
は
乱
高
下
し
、

医
療
界
だ
け
で
は
な
く
社
会
全
体

が
混
乱
し
て
い
る
。

２
０
０
９
年
Ｈ
１
Ｎ
１
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
、「
新
型
感

染
症
」
に
対
し
て
は
十
分
に
準
備

し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
東
京
都
で

は
12
の
感
染
症
指
定
病
院
を
軸
と

し
て
、
約
80
の
感
染
症
診
療
協
力

病
院
と
約
１
９
０
の
感
染
症
入
院

医
療
機
関
を
指
定
し
た
。
サ
ー
ジ

カ
ル
マ
ス
ク
、Ｎ
95
、ガ
ウ
ン
な
ど

の
Ｐ
Ｐ
Ｅ
や
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
ー
な

ど
の
備
品
を
揃
え
、
必
要
な
ら
ば

陰
圧
室
増
設
の
補
助
も
行
っ
た
。

準
備
は
万
全
の
は
ず
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
右
往
左
往
は
な
ん

で
あ
ろ
う
か
。
Ｈ
１
Ｎ
１
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
は
、
恐
れ
て
い

た
高
病
原
性
Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
く
、
プ
レ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
備
蓄
も

あ
り
、
さ
ら
に
は
タ
ミ
フ
ル
が
す

で
に
開
発
さ
れ
て
い
た
。
２
０
０

３
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
２
０
１
２
年

の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
も
他
山
の
石
と
は
な

ら
ず
、
対
岸
の
火
事
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
、
結
局
「
新
型
感
染
症
」

に
対
し
て
切
迫
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
き
れ
な
い
ま
ま
、
何
と
か
な

る
と
い
う
雰
囲
気
で
今
を
迎
え
て

い
る
の
だ
と
悔
や
ま
れ
る
。

こ
の
国
難
に
際
し
て
、
２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
思
い
出

す
。
起
こ
る
べ
く
し
て
起
き
た
太

平
洋
上
の
巨
大
地
震
に
よ
る
広
域

津
波
災
害
は
、
当
時
大
多
数
の
人

間
に
と
っ
て
想
定
外
で
あ
っ
た
。

そ
の
困
難
の
中
、
医
療
人
は
信
頼

関
係
の
下
に
多
く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
っ
た
。
当
時
の
活
動
や
経
験

が
検
証
さ
れ
、
災
害
医
療
計
画
は

大
改
定
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
情
報
連
携
を
重
視
し

た
形
で
首
都
直
下
地
震
等
に
応
用

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
起
き
て
い
る
リ
ア
ル
「
新
型

感
染
症
」
で
経
験
し
た
多
く
の
想

定
外
を
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
生
か
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
巨
大
客
船
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
に
お
け

る
検
疫
の
困
難
さ
。
人
権
と
健
康

に
配
慮
し
た
検
疫
用
宿
泊
施
設
の

準
備
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な

ど
災
害
要
員
動
員
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
数
と
ア
ク
セ
ス
の

問
題
。
簡
易
キ
ッ
ト
、
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
と
新
規

承
認
に
求
め
ら
れ
る
非
常
時
体

制
。
呼
吸
器
感
染
症
に
お
け
る
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
の
有
効
性
。
疑
い
症
例
の

診
察
、
診
断
、
隔
離
、
入
院
等
一

連
の
フ
ロ
ー
の
確
立
。
ク
ラ
ス

タ
ー
感
染
の
脅
威
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
必

要
性
な
ど
、
私
た
ち
は
本
来
必
然

で
あ
ろ
う
想
定
外
に
遭
遇
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
し
い
想
定
外
が

出
現
し
て
く
る
は
ず
だ
。
情
報
の

正
確
迅
速
な
発
信
と
先
手
を
打
つ

施
策
、
そ
し
て
押
し
付
け
合
い
で

は
な
く
信
頼
に
基
づ
く
医
療
人
の

連
携
に
よ
る
対
応
力
の
向
上
が
必

要
だ
。
ま
さ
に
試
練
と
思
う
。

�

（
猪
口
正
孝
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
制
御
に
は
、情
報

の
正
確
迅
速
な
発
信
と
先
手
を
打
つ
施
策
、医
療
人
の
信
頼
と
連
携
に

基
づ
く
対
応
力
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

新
型コロ
ナ
ウ
イルス
流
行
禍
は

医
療
人
の
対
応
力
で
乗
り
切
ろ
う

地 区 医 師 会 長
連 絡 協 議 会 報 告

令和2年 3月13日（金）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

一
様
式
が
策
定
さ
れ
た
。
東
京
都

で
は
、
引
き
続
き
区
市
町
村
に
お

い
て
導
入
の
検
討
を
進
め
て
も

ら
う
よ
う
依
頼
し
て
い
る
の
で
、

地
区
医
師
会
の
協
力
を
お
願
い

す
る
。

（
３
）
難
病
指
定
医
（
協
力
難
病

指
定
医
）
の
指
定
に
係
る
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
都
道
府
県

が
行
う
難
病
指
定
医
（
協
力
難
病

指
定
医
）
の
研
修
に
つ
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
シ
ス
テ
ム
を

３
月
か
ら
導
入
し
、
東
京
都
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
。
会
場

に
集
ま
っ
て
の
研
修
会
は
令
和
２

年
度
か
ら
は
開
催
せ
ず
、
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
方
式
の
み
に
な
る
予
定

な
の
で
、
会
員
へ
の
周
知
を
お
願

い
す
る
。
申
し
込
み
方
法
や
問
い

染
症
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
は
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

感
染
ま
ん
延
期
に
備
え
、
全
医
療

機
関
で
の
体
制
整
備
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
は
可
能
な
限
り
、
重
症

化
・
死
亡
を
減
ら
す
方
向
性
が
予

想
さ
れ
る
。
か
か
り
つ
け
医
が
中

心
と
な
っ
て
患
者
に
受
診
の
仕
方

等
を
誘
導
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ほ
し
い
。

（
２
）
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺

が
ん
検
診
に
係
る
精
密
検
査
結
果

報
告
書
東
京
都
統
一
様
式
の
地
区

医
師
会
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
東
京
都
に
よ
り
策
定

さ
れ
た
胃
が
ん
お
よ
び
大
腸
が
ん

の
「
が
ん
検
診
精
密
検
査
結
果
報

告
書
統
一
様
式
」
が
一
部
修
正
さ

れ
、
さ
ら
に
新
た
に
肺
が
ん
の
統

合
わ
せ
先
は
下
記
の
と
お
り
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
令
和
元
年
度
健
検
診
事
業
の
特

例
対
応
に
つ
い
て

�

（
新
宿
区
医
師
会
）

②
３
月
15
日
渋
谷
区
医
師
会
・
基

幹
病
院
等
・
渋
谷
区
保
健
所
に
よ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
調
整
会
議
（
仮
称
）
開
催
に

つ
い
て�

（
渋
谷
区
医
師
会
）

③
渋
谷
区
か
ら
の
備
蓄
用
マ
ス
ク

貸
与
に
伴
う
会
員
医
療
機
関
向
け

配
布
に
つ
い
て（
渋
谷
区
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
武
蔵
野
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
に
つ

い
て
（
３
月
９
日
開
催
）

�

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
民
設
民
営
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

�
（
浅
草
医
師
会
）

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
増
加
に
際
し
て
の
電

話
や
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診

療
や
処
方
箋
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て

�

（
八
王
子
市
医
師
会
）

（
３
）
尾
㟢
会
長
ラ
ジ
オ
番
組
出

演
に
つ
い
て
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２
月
５
日
（
水
）
都
内
の
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
東
京
都
大
学
医
師

会
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
慈
恵
医
師
会
が
担
当
し
、

東
京
都
医
師
会
所
属
の
12
大
学
医

師
会
お
よ
び
三
鷹
市
医
師
会
所
属

の
杏
林
大
学
を
含
め
、
13
大
学
が

参
集
し
た
。

ま
ず
尾
㟢
治
夫
東
京
都
医
師
会

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
全
国
大
学
医
師

会
連
絡
協
議
会
会
長
の
川
上
康
筑

波
大
学
教
授
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

落
合
和
彦
慈
恵
医
師
会
長
が
座
長

と
な
り
、「
外
国
人
診
療
に
向
け

た
大
学
の
取
り
組
み
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
各
大
学
が
発
表
を
し

た
。
そ
の
中
で
共
通
の
話
題
と
し

て
、
訪
日
外
国
人
医
療

以
上
に
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
よ
る
診
療
、
ド
ッ

ク
な
ど
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
特
に
中
国
人
の
増

加
は
、
各
大
学
共
に
共

通
し
て
い
た
。
ま
た
、

各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

し
た
翻
訳
機
器
や
多
言
語

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
診
療

案
内
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
大

変
に
有
意
義
な
内
容
で

あ
っ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は

「
東
京
都
の
外
国
人
対
応
医

療
・
現
状
と
課
題
―
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
―
」
と
題

し
、
島
㟢
美
奈
子
理
事
が
講

演
を
行
っ
た
。
東
京
都
で
の

電
話
医
療
通
訳
の
経
過
報

告
だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
対
応
し
た
医
療
体
制
に

つ
い
て
も
解
説
し
た
。

協
議
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル

を
超
え
て
熱
心
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
次
年
度
の
会
は
日
本
大

学
医
師
会
の
担
当
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

２
月
８
日
（
土
）、
都
内
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
令
和
元
年
度
湾
岸

四
都
市
医
師
会
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
た
。
湾
岸
四
都
市
と
は
東
京
湾

を
囲
む
千
葉
市
、
川
崎
市
、
横
浜

市
、
東
京
都
の
四
医
師
会
で
、
毎

年
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。

例
年
各
医
師
会
か
ら
は
会
長
、

副
会
長
を
は
じ
め
役
員
が
４
～
５

名
参
加
し
、
当
番
医
師
会
が
都
市

部
の
医
師
会
な
ら
で
は
の
課
題

を
１
～
２
題
、
話
題
提
供
の
形
で

講
演
を
行
い
懇
談
し
て

い
る
。

今
回
は
千
葉
市
医
師

会
が
当
番
で
、
千
葉
市

医
師
会
の
大
濱
洋
一
副

会
長
の
開
会
の
挨
拶
に

続
い
て
、
千
葉
市
医
師

会
の
斎
藤
博
明
会
長
、

横
浜
市
医
師
会
の
水
野
恭
一
会

長
、
川
崎
市
医
師
会
の
岡
野
敏
明

会
長
、
東
京
都
医
師
会
の
尾
㟢
治

夫
会
長
か
ら
各
医
師
会
の
近
況
、

話
題
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
披
露
さ

れ
た
。

引
き
続
き
、
千
葉
市
医
師
会
の

瀬
古
歩
理
事
が
、「
外
国
人
診
療

へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

講
演
を
行
っ
た
。
外
国
人
診
療
へ

の
対
応
に
関
す
る
話
題
と
併
せ
、

千
葉
市
医
師
会
に
お
い
て
作
成
し

た
、
外
来
診
療
で
手
軽
に
使
用
で

き
る
“
多
言
語
診
療
ツ
ー
ル
”
が

紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
英

語
、
中
国
語
、
韓

国
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
に
対
応
し
て
お

り
、
か
つ
、
各
科

に
お
け
る
専
門
的

な
診
療
内
容
を
含

む
ペ
ー
パ
ー
ベ
ー

ス
で
手
軽
に
使
用

で
き
る
ツ
ー
ル
で

あ
る
（
千
葉
市
医

師
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
一
般

公
開
さ
れ
て
い

る https://www.
chiba-city-med.
or.jp/multilingual/
index.html

）。

出
席
者
は
東
京
都
医
師
会
か
ら

尾
㟢
会
長
以
下
猪
口
、
⻆
田
、
平

川
各
副
会
長
、
蓮
沼
、
目
々
澤
、

島
㟢
各
理
事
の
役
員
７
名
、
横
浜

市
医
師
会
４
名
、
川
崎
市
医
師
会

４
名
、
千
葉
市
医
師
会
21
名
で

あ
っ
た
。

２
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
日
本
医
師
会

は
日
本
医
師
会
館
に
お
い
て
毎
年

恒
例
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議

会
を
開
い
た
。
今
回
の
主
務
担
当

は
香
川
県
医
師
会
（
久
米
川
啓
会

長
）、
総
参
加
者
数
は
４
６
９
名
、

都
内
か
ら
の
参
加
者
数
は
45
名
で

あ
っ
た
。

１
日
目
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
今
村
聡
副
会
長

が
日
本
医
師
会
の
立
場
を
「
対
面

診
療
が
医
療
の
基
本
で
あ
る
こ
と

は
揺
る
ぎ
な
い
が
、
過
疎
地
や
離

島
な
ど
の
よ
う
な
地
域
で
は
初
診

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
選
択
さ

れ
る
こ
と
も
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
対
象
疾
患
か
ら
外
れ
て
い
た

小
児
難
病
な
ど
に
つ
い
て
も
適
切

な
普
及
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、
日
本
医
師
会
が
厚
生

労
働
省
の
委
託
事
業
で
あ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
研
修
を
受
託
す
る
こ

と
も
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
を
裏
付

け
る
か
の
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省

の
佐
々
木
健
医
事
課
長
がD to P 

with D

（
患
者
が
医
師
と
い
る
場

合
）、D to P with N

（
患
者
が

看
護
師
と
い
る
場
合
）
も
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
に
含
め
る
こ
と
、
過
疎

地
に
お
け
る
緊
急
時
の
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
認
め
る
要
件
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
こ
れ
は
過
去
の

日
本
医
師
会
の
立
場
か
ら
方
針
転

換
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、「
Ａ
Ｉ
の
光
と
影
」
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

日
本
の
医
療
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン

化
が
遅
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
世
界
的
な
Ａ

Ｉ
医
療
の
進
展
か
ら

遠
く
取
り
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と

が
、
複
数
の
演
者
か

ら
強
調
さ
れ
た
。
さ

ら
に
「
災
害
時
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
、

Ｊ
─
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
が
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い

て
、
国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ

ン
タ
ー
の
若
井
聡
智
氏
よ
り
詳
細

な
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
シ

ス
テ
ム
は
都
道
府
県
ご
と
に
設
置

医
療
機
関
の
レ
ベ
ル
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
東
京
都
で
は
診
療
所
ま

で
設
置
す
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
宮
城
県
医
師
会
の
登
米
祐

也
常
任
理
事
は
東
日
本
大
震
災
の

経
験
か
ら
電
子
カ
ル
テ
・
レ
セ
コ

ン
情
報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要

で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
同
県

で
整
備
し
た
連
携
・
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
説

明
し
た
が
、
か
な
り
の
投
資
が
必

要
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
か
し
た
。

「
Ｅ
Ｈ
Ｒ
・
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
実
現
に

向
け
て
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
医

師
資
格
証
の
重
要
性
を
長
島
公
之

常
任
理
事
が
説
明
し
た
が
、
来
期

導
入
予
定
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
に
つ
い
て
医
師
資
格
証
が
要
求

さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問

に
は
「
導
入
を
検
討

す
る
よ
う
要
求
す

る
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま
っ
た
。
ま
た
、

厚
生
労
働
省
の
笹
子

宗
一
郎
政
策
企
画
官

の
講
演
で
は
、
今
後

の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
規
格
は

「
Ｈ
Ｌ
７ 

Ｆ
Ｈ
Ｉ

Ｒ
」
に
な
る
見
通
し

が
公
表
さ
れ
た
が
、

Ｐ
Ｈ
Ｒ
と
の
連
結
に

お
い
て
Ｅ
Ｈ
Ｒ
（
電

子
カ
ル
テ
）
が
ど
う

変
わ
る
の
か
と
の
問

い
に
は
、「
こ
れ
ま

で
の
電
子
カ
ル
テ
に

つ
い
て
は
大
き
な
変

更
は
な
い
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

―
外
国
人
診
療
に
向
け
た
大
学
の
取
り
組
み
―

挨拶をする尾﨑会長
令
和
元
年
度

湾
岸
四
都
市
医
師
会
懇
談
会

令
和
元
年
度

東
京
都
大
学
医
師
会
連
絡
協
議
会

会場の様子

会場の様子

挨拶をする落合理事

日
医
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
へ
の
方
針
を
転
換

令
和
元
年
度 

日
本
医
師
会

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

パネルディスカッションの様子

講演の様子
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オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
を
思
い
出
す
。

メ
デ
ィ
ア
で
繰
り
返
し
「
デ
マ
だ
」
と
報

じ
ら
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
販
売
店
な
ど

に
行
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
ど

こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
店
員
に
尋
ね
て

み
て
も
入
荷
は
未
定
と
。
喉
元
過
ぎ
れ
ば

な
ん
と
や
ら
、
な
の
は
分
か
っ
て
い
て
も

明
日
必
要
な
も
の
が
無
い
の
は
困
る
の

で
、
結
局
商
品
を
見
つ
け
れ
ば
余
分
に
購

入
し
て
し
ま
う
。

　

日
本
は
古
来
か
ら
幽
霊
を
怖
が
る
が
、

信
じ
る
信
じ
な
い
は
別
と
し
て
、
現
代
で

も
そ
れ
に
変
化
は
な
い
の
で
は
。
理
解
で

き
な
い
自
然
の
物
理
現
象
が
幽
霊
の
仕
業

だ
と
す
る
と
、
や
は
り
見
え
な
い
か
ら
恐

怖
を
抱
く
の
だ
ろ
う
。
確
実
に
健
康
被
害

を
及
ぼ
す
ウ
イ
ル
ス
も
、
目
に
見
え
な
い

の
で
余
計
に
恐
怖
が
強
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
今
回
は
新

型
な
の
で
、
過
去
の
経
験
が
ど
こ
ま
で
役

に
立
つ
の
か
、
見
え
て
も
測
れ
な
い
と
い

う
余
計
な
付
加
価
値
が
つ
い
て
い
る
。
そ

う
し
て
余
計
に
不
安
が
広
が
る
。

　

こ
の
新
興
感
染
症
の
影
響
が
、
卒
業
式

や
入
学
式
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

は
か
つ
て
の
震
災
に
よ
る
被
害
者
を
追
悼

す
る
、
こ
の
災
害
を
忘
却
の
彼
方
に
置
き

去
り
に
し
な
い
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る

式
典
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。
将
来
も

し
か
し
た
ら
、
こ
の
中
止
や
延
期
な
ど
が

影
響
し
、
か
え
っ
て
大
き
く
記
憶
に
は
残

る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
日
を
楽
し
み
に
期
待
し
て
、
準
備
を
し

て
き
た
人
達
は
残
念
で
仕
方
が
な
い
だ
ろ

う
と
心
中
を
察
す
る
。

　

こ
の
新
規
の
感
染
症
も
誰
か
の
せ
い
だ

と
は
考
え
た
く
な
い
の
で
自
然
災
害
と
す

る
と
、
近
年
、
地
震
や
豪
雨
、
他
国
で
は

あ
る
が
巨
大
な
火
災
な
ど
、
天
変
地
異
と

い
う
か
人
間
の
能
力
で
は
未
だ
制
御
し
き

れ
な
い
事
象
が
多
過
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。

今
回
の
騒
動
を
受
け
て
、
天
国
で
も
入
国

を
規
制
し
て
い
る
と
か
い
な
い
と
か
⋮
神

様
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
坪
田�

淳
）

無 声 拝 聴 カミが無い…

て
、
医
師
会
の
必
要
性
を
体
で
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

２
月
21
日
（
金
）、
立
川
市
の

ホ
テ
ル
で
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会

会
長
・
副
会
長
連
絡
協
議
会
が
出

席
者
55
名
で
開
催
さ
れ
た
。
指
田

純
西
東
京
市
医
師
会
長
は
挨
拶
の

中
で
「
講
師
の
丸
山
氏
は
西
東
京

市
長
で
あ
り
医
師
で
も
あ
る
。
両

方
の
立
場
か
ら
貴
重
な
話
を
拝

聴
で
き
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、「
ひ
と
・
ま
ち
を
﹃
健

康
﹄
に
～
健
康
都
市
西
東
京
市
の

取
り
組
み
～
」
と
題
し
て
丸
山
浩

一
西
東
京
市
長
の
講
演
が
あ
っ

た
。
丸
山
氏
は
「
住
民
を
健
康
に

す
る
に
は
、﹃
ま
ち
﹄
を
健
康
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
施

策
の
方
向
性
と
し
た
」と
語
っ
た
。

さ
ら
に
、
地
域
医
療
構
想
に
つ
い

て
は
、
規
模
が
同
じ
で
も
地
域
に

よ
り
高
齢
化
率
が
異
な
る
こ
と
。

慢
性
急
性
疾
病
の
比
率
が
近
隣
で

も
異
な
り
、
病
床
数
を
画
一
化
で

き
な
い
こ
と
。
平
成
26
年
に
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
健
康
都
市
連
合
に
加
盟
し
た

こ
と
。
市
民
の
保
健
事
業
は
西
東

京
市
と
医
師
会
が
連
携
し
て
行
っ

て
お
り
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で

の
検
診
研
修
の
立
ち
上
げ
と
普
及

を
予
算
化
し
た
こ
と
。
フ
レ
イ
ル

対
策
と
し
て
、
事
業
の
実
績
を

デ
ー
タ
化
し
て
東
京
医
科
歯
科
大

学
・
東
京
大
学
に
送
付
し
、フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
。
生
活
習
慣
病
の
ほ
か
に
児
童

虐
待
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
。
健
診
事
業
に
認
知
症
を
取
り

入
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
は
、
保
険
医
療
外
の

医
療
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
と
述
べ
た
。

懇
親
会
で
は
、
尾
㟢
治
夫
東
京

都
医
師
会
長
が
挨
拶
の
中
で
、
タ

バ
コ
対
策
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
の
熱
中
症
対

策
、
外
国
人
医
療
、
感
染
症
対
策
、

「
運
動
で
健
康
に
な
る
」
と
い
う

意
識
改
革
に
つ
い
て
、
小
池
知
事

と
話
し
合
い
の
場
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
「
障
害

者
に
対
す
る
心
の
バ
リ
ア
を
ま
ず

取
り
除
く
こ
と
か
ら
始
め
な
い
と

い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、

新
規
開
業
を
希
望
す
る
先
生
方
に

向
け
て
、「
連
携
病
院
、学
校
医
な

ど
に
つ
い
て
勉
強
す
る
場
を
設
け
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都医からのお知らせ

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局　東京都世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：admin@imsj.or.jp　URL：http://www.imsj.or.jp/

日時▶5月28日（木）18時～20時
会場▶学士会館2階 202号室（千代田区神田錦町3-28〈駐車場無料〉）
開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）
司会▶伊藤公一（（公財）日本国際医学協会 常務理事）
〔第1部〕講演▶①「甲状腺機能低下症と妊娠」吉原 愛（伊藤病院 内科医長）
②「甲状腺癌治療戦略の最近～分子標的薬を導入して～」正木千恵（伊藤病院 外科医）
〔第2部〕感想▶「事業承継のマネジメント」奥村昭博（静岡県立大学 副学長）
会費▶維持会員／賛助会員5,000円、非会員7,000円、学生2,000円
取得単位▶日医生涯教育制度1単位取得（カリキュラムコード：18、71）、（公財）日
本薬剤師研修センター認定薬剤師制度1単位

第444回 国際治療談話会 例会
「最新の甲状腺疾患診療 ～内科と外科より～」

※ 介護保険料は、40歳以上65歳未
満の方が該当します。

※ 後期高齢者組合員保険料は、第3
種・第4種組合員（75歳以上）の
方が該当します。

ぜひ、ご家族や常勤の従業員の方と一緒に、
医師国保組合に加入してください。

www.tokyo-ishikokuho.or.jp

東京都医師国民健康保険組合

 ☎ 03-3270-6433
 （業務課）

令和2年4月からの保険料について
～今年度、保険料の改定はありません～

医療保険料（月額） 介護納付金
保険料

（月額）

後期高齢者組合員       
保険料

（月額）医療給付費
保険料

後期高齢者支援金等
　保険料

第 1 種 27,500円 5,000円 5,500円 ―
第 2 種 13,500円 5,000円 5,500円 ―
家  族   7,500円 5,000円 5,500円 ―
第 3 種 ― ― ― 1,000円
第 4 種 ― ― ― 1,000円

医師国保からのお知らせ

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会
会
長
・

副
会
長
連
絡
協
議
会

２
月
８
日
（
土
）、第
３
期
（
２

０
１
９
年
度
）
東
京
在
宅
医
療
塾

第
５
回
「
在
宅
医
療
応
用
編
Ⅱ
」

が
、
各
地
区
医
師
会
か
ら
41
名
の

受
講
生
が
参
加
し
東
京
都
医
師
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
精

神
科
領
域
・
小
児
領
域
・
神
経
難

病
領
域
の
在
宅
医
療
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。

は
じ
め
に
平
川
博
之
副
会
長
よ

り
「
在
宅
医
療
で
問
題
と
な
り
が

ち
な
精
神
疾
患
に
つ
い
て
」
の
講

義
が
あ
り
、
東
京
都
の
認
知
症
施

策
、
認
知
症
の
方
に
対
す
る
薬
物

療
法
で
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
加
え
て
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
、
Ａ
Ｓ

Ｄ
、
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、
実

際
の
経
験
や
具
体
的
な
デ
ー
タ
と

と
も
に
、
対
応
方
法
が
解
説
さ
れ

た
。次

に
、
大
谷
俊
樹
氏
（
か
み
さ

ぎ
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
よ
り
、

小
児
在
宅
医
療
に
お
け
る
現
状
と

課
題
、
自
身
の
経
験
例
等
が
示
さ

れ
、
生
活
圏
に
お
い
て
地
域
で
診

て
い
く
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

中
野
区
医
師
会
に
お
け
る
小
児
在

宅
医
療
の
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
荻
野
美
恵
子
氏
（
国

第
５
回 

在
宅
医
療
応
用
編
Ⅱ

第
３
期「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

際
医
療
福
祉
大
学
）
よ
り
「
神
経

難
病
の
在
宅
医
療
（
含
人
工
呼
吸

管
理
）」
の
講
義
が
行
わ
れ
、
Ａ

Ｌ
Ｓ
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
け

る
在
宅
医
療
の
実
際
や
診
療
で
行

わ
れ
て
い
る
工
夫
が
詳
し
く
解
説

さ
れ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
・
緩
和
ケ
ア
等

に
つ
い
て
、
考
え
を
深
め
る
機
会

と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
太
田
雅
也
氏
（
世
田

谷
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
よ

り
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
事
例
を
も
と
に
診

療
報
酬
の
解
説
が
あ
っ
た
。

今
回
取
り
上
げ
た
の
は
精
神
科

領
域
・
小
児
領
域
・
神
経
難
病
領

域
と
、
在
宅
医
療
の
応
用
と
い
え

る
領
域
で
非
常
に
濃
い
内
容
で

あ
っ
た
。
今
回
の
講
義
は
、
在
宅

医
療
を
行
う
医
療
者
の
見
識
を
深

め
、
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

よ
う
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

講
義
の
テ
キ
ス
ト
と
映
像
は
、
東

京
都
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.tokyo.m

ed.or.jp/
zaitakuiryoujuku

※
３
月
14
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
第
６
回
「
医
療
間
連
携
」
は

延
期
と
な
り
現
在
日
程
調
整
中

で
す
。

講義をする荻野氏

講義をする大谷氏
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毎
年
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月

下
旬
に
か
け
て
、
羽
村
市
で
は

「
は
む
ら
花
と
水
の
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
、

玉
川
上
水
の
羽
村
堰
を
中
心

と
し
た
多
摩
川
周
辺
に
な
り

ま
す
。

第
一
期
（
さ
く
ら
ま
つ
り
）

は
玉
川
上
水
の
羽
村
堰
の
桜
並

木
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
三
春
の

枝
垂
れ
桜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

羽
村
堰
の
周
辺
に
は
市
内
各
所

の
店
舗
が
模
擬
店
を
出
し
て
お

り
、
縁
日
あ
り
飲
食
店
あ
り
と

賑
わ
い
ま
す
。
桜
が
満
開
の
頃

は
も
と
よ
り
、
散
り
際
の
桜
吹

雪
が
と
て
も
綺
麗
で
す
。

第
二
期
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま

つ
り
）
は
、
多
摩
川
沿
い
に
あ

る
「
根
が
ら
み
前
水
田
」（
羽

村
市
唯
一
の
水
田
）
で
行
わ
れ

ま
す
。
水
田
の
休
耕
期
を
利
用

し
て
一
面
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
絨
毯
の
よ
う

に
見
え
て
、
と
て

も
綺
麗
で
す
。

各
々
、
最
初
の
土

日
は
式
典
や
特
別

演
奏
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

羽
村
市
は
、
人

口
約
６
万
人
弱
の

小
さ
な
市
で
す
。

市
を
あ
げ
て
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
行
っ
て
お
り
、
街
中
に
も
至

る
と
こ
ろ
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や

花
苗
が
植
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
内
の
水
道
水
は
す
べ
て

井
戸
水
を
利
用
し
て
お
り
、
水

道
水
も
と
て
も
美
味
し
い
の
が

自
慢
で
す
。
最
近
で
は
、「
羽

村
の
水
」
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

ア
ク
セ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
線

羽
村
駅
か
ら
徒
歩
15
分
く
ら
い

で
す
。
会
期
中
は
臨
時
駐
車
場

も
用
意
さ
れ
ま
す
が
、
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
さ
れ
る
方
が
良
い
か

と
思
い
ま
す
。
春
の
日
に
、
の

ん
び
り
と
散
策
を
さ
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
西
多
摩
医
師
会
・
古
川
朋
靖
）

※
２
０
２
０
年
の
「
は
む
ら
花
と
水

の
ま
つ
り
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

145２
０
１
０
年
４
月
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）

が
海
外
で
発
生
し
、
最
小
限
の
影

響
に
す
る
べ
く
日
本
政
府
は
広
報

活
動
、
検
疫
強
化
・
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
・
公
衆
衛
生
対
策
、
医
療
体

制
の
整
備
、
そ
し
て
治
療
薬
や
ワ

ク
チ
ン
の
提
供
・
開
発
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第

１
波
に
対
し
て
、
下
図
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
人
口
10
万
人
当
た
り
死

亡
率
は
０
・
１
６
と
な
り
、
我
が

国
の
死
亡
率
は
他
の
国
々
（
カ
ナ

ダ
１
・
３
２
、
英
国
０
・
７
６
、

韓
国
０
・
５
３
）
に
比
べ
て
、
低

い
水
準
に
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ

／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
対
策
総
括
会
議　

報
告
書
」
で
は
、
こ
の
結
果
に
つ

い
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力

と
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
な
ど
で

働
く
医
療
従
事
者
な
ど
現
場
の
献

身
的
な
努
力
が
大
き
く
貢
献
し
た

旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が
拡

大
し
ま
し
た
が
、
我
が
国
で
は
地

域
医
療
の
現
場
が
底
力
を
発
揮
し

て
死
亡
者
数
等
を
抑
え
込
む
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
世
界
か
ら
非
常

に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
こ

の
評
価
は
、
今
日
に
お
い
て
も
全

く
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の

３
月
９
日
の
予
算
委
員
会
の
質
問

を
受
け
、
総
理
も
３
月
14
日
の
記

者
会
見
で
「
Ｇ
７
、
Ｇ
20
の
枠
組

み
を
活
用
し
、
経
済
政
策
も
含
め

た
国
際
社
会
の
結
束
し
た
対
応
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
考
え
で
す
。
人

類
は
こ
れ
ま
で
幾
度
も
感
染
症
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の

た
び
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

世
界
が
手
を
携
え
れ
ば
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
困
難
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
増
加
し
て
い
る
中
、
感
染
症

な
ど
の
指
定
医
療
機
関
の
数
だ
け

で
は
将
来
的
に
不
足
す
る
と
い
う

こ
と
も
当
然
想
定
し
た
う
え
で
、

検
査
・
受
診
・
入
院
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
し
て
都
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

か
か
り
つ
け
医
と
の
電
話
に
よ
る

事
前
相
談
を
実
施
し
て
も
ら
っ
た

う
え
で
受
診
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
、
診
療
を
す
る
場
合
に
は

普
通
の
患
者
さ
ん
と
は
時
差
を
設

け
る
、
動
線
を
変
え
て
対
応
す
る

な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
例
え
ば
透
析
医
療
機
関
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
感

染
状
況
を
踏
ま
え
て
、
感
染

疑
い
の
方
の
診
療
は
原
則
行

え
な
い
医
療
機
関
と
す
る
よ

う
厚
労
省
か
ら
都
道
府
県
に

対
し
周
知
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

３
月
６
日
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
公
的
医
療
保
険
の
適
用
対

象
と
な
り
、
民
間
検
査
機
関

に
直
接
検
査
依
頼
を
出
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
わ
け

で
は
な
く
、
検
査
能
力
を
有

し
て
い
る
医
療
機
関
と
の
連

携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
感
染
症
指
定
外

来
医
療
機
関
を
充
実
さ
せ

て
、
か
か
り
つ
け
医
お
よ
び

入
院
中
心
の
感
染
症
指
定
医

療
機
関
と
連
携
さ
せ
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
国
内
で
見
つ
か
っ
て

か
ら
約
２
カ
月
が
経
過
（
３

月
18
日
時
点
）
し
、「
活
力

の
あ
る
健
康
長
寿
社
会
の
実

現
」
の
た
め
に
「
感
染
症
再

発
防
止
策
」
と
「
国
民
生
活

と
実
体
経
済
の
回
復
」
の
二

本
柱
に
よ
る
長
期
戦
を
視
野
に
入

れ
た
複
合
的
戦
略
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
本
目
の
柱
の
感

染
症
再
発
防
止
策
に
お
い
て
は
、

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
に
よ
る
感
染
拡

大
防
止
に
加
え
た
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

人
の
周
り
に
一
定
の
免
疫
を
有
す

る
人
が
い
る
こ
と
で
そ
の
方
々
を

守
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う

発
想
に
基
づ
く
集
団
免
疫
に
つ
い

て
、
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
と
も
に
抗
体
検
査
を

導
入
す
る
べ
き
だ
と
指
摘
さ
れ
る

日
本
の
感
染
症
危
機
管
理

体
制
と
複
合
的
戦
略

〜
地
域
医
療
の
強
靭
性
と

 

今
後
求
め
ら
れ
る
対
応
〜

�

参
議
院
議
員
　
武
見
敬
三

趣 味 の 散 歩

桜並木と
チューリップの絨毯

はむら花と水のまつり

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ナ
リ
オ

を
描
き
、
再
発
を
防
止
す
る
た
め

の
次
の
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

今
回
は
、
無
症
状
で
回
復
し
て

か
ら
す
で
に
時
間
が
経
過
し
て
い

る
人
も
一
定
数
い
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
社
会
へ
の
広
が
り
を
確
認
す
る

こ
と
は
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り

国
際
的
に
も
重
要
な
知
見
を
も
た

ら
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
二
本
目
の
柱
は
、
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
国
民
生
活

と
実
体
経
済
を
回
復
さ
せ
る
と
と

も
に
、
安
定
し
た
経
済
成
長
に
復

帰
さ
せ
る
経
済
政
策
で
す
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
は
異
な
り
、
金

融
財
政
的
な
原
因
で
は
な
く
、
感

染
症
に
よ
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の

生
活
が
、
そ
し
て
実
体
経
済
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
た

め
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
よ
り
も

大
規
模
に
財
源
を
確
保
し
、
社
会

的
な
弱
者
に
対
す
る
生
活
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会
の
実
現

の
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。

第
二
期（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
）の
様
子

図「今般の新型インフルエンザ（A/H1N1）対策について〜対策の総括のために〜（資料集）」（2010 年 6 月 8 日）より
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筆
者
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
30
年
勤
務
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
職

し
、
２
０
１
６
年
に
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
を
母
体
と

し
て
設
立
さ
れ
た「
も
み
じ
の
家
」の
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

な
っ
た
。
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
悪
戦
苦
闘
の
経
験
を
通
し
て

医
療
的
ケ
ア
児
の
説
明
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
問
題
点
を
解
説
し

て
い
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
は
、「
的
」と
入
れ
る
こ
と
で
医
療
と
福
祉
が
緩
や

か
に
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
教
育
の
問
題
に
も
関
わ
っ
て
い
く
。「
普

通
」に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は「
普
通
」に
成
長
し
、「
普
通
」に
保
育

園
、
幼
稚
園
、
学
校
に
通
い
大
人
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の「
普
通
」

の
子
ど
も
に
は
無
数
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。し
か
し「
医

療
的
ケ
ア
児
」は
あ
ま
り
に
も「
普
通
」と
は
ほ
ど
遠
い
世
界
に
い

る
。
本
書
の
中
に「
医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
、
親
の
思
い
は
で
き
る
だ
け

「
普
通
」を
求
め
て
い
る
。

発
行
▼
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

価
格
▼
２
２
０
０
円（
税
別
）

「医療的ケア」の
必要な子どもたち
第二の人生を歩む
元ＮＨＫアナウンサーの奮闘記
内多勝康 著

知ってますか？

最近、新型コロナウイルス感染症に抗
HIV薬の抗プロテアーゼ阻害薬が有効と
のデータが話題になったが、感染症に限
らずいろいろなプロテアーゼが散見され
る。プロテアーゼはタンパク質を加水分
解する酵素の総称で、タンパク質が無数
にあるためプロテアーゼも無数にある。
-aseは分解酵素、prote-はproteinが語
源であることは説明するまでもないかも
しれない。

Protease（プロテアーゼ）

平島美保

鎌田康太郎

渋谷区医師会

北多摩医師会

　2019年、年女を迎えることになりました。私の生まれた1983年の世
の中は、結婚して仕事を辞める寿退社が主流でした。現在のアベノミク
ス成長戦略「女性が輝く日本」とは、ほど遠かったように思います。それ
が、世代を経て、携帯電話が普及し、パソコンクリックで物が自宅まで
届く世の中に変わり、ワーママ、イクメンという言葉も出てきました。
私も昨年9月、第一子を出産し、産休・育休をいただきました。妊娠中、
絨毛膜下血腫により、自宅安静を余儀なくされたこともありましたが、
職場の方々は嫌な顔ひとつせず、産休を迎える際も快く見送っていただ
きました。素敵な職場で働けることを、今でもありがたく思っています。
　そして、出産を迎えましたが、生まれてからは、授乳、夜泣きで、子
供を中心としたライフスタイルに変わりました。本当に職場復帰できる
のだろうかと思ったことも多々あります。まずはインターネットの情報
を頼りに、子供をミルクに慣れさせたり、預け先の手配、食品宅配の使
用等、職場復帰に向けて身の回りの環境を徐々に整えていきました。環
境を整えることで、自身の職場復帰への不安を少しでも軽減できたらと
思ったからです。しかし、頭の中で何度シミュレーションをしても、職
場復帰する当日まではとても不安でした。幸い身内は仕事復帰に理解を

示してくれましたが、「こんな小さい時から預けて働くなんて可哀そう」
という声が聞こえてくることもありました。そんな不安の中での復帰で
したが、いざ復帰すると、職場の温かい声、先輩ワーママのアドバイス
が聞こえてきます。おかげさまで、職場復帰して、ようやく1年が見え
てきました。先輩ワーママのアドバイスはとても貴重です。きっと、先
輩ワーママが新米ワーママを育て、次世代ワーママを生み出すので
しょう。
　世の中には、育児だけでなく、介護を抱えている人、自身の病気と闘
いながら仕事をしている人もたくさんいます。家族に不幸があったり、
悲しい出来事を抱えながら職場に来ている人もいるかもしれません。し
かしながら、多種多様な背景を抱えた人たちが、うまく共存して、仕事
を成し遂げられたならば、それはとても素晴らしいことだと思います。
今のワーママたちが、次世代のワーママのロールモデルになれる日が来
ることを願って、私も一抹ではありますが、可能な限り仕事を続けたい
です。
　今日も子供の熱が出ないことを祈って、仕事に向かいたいと思います！
� （渋谷区医師会会報 平成31年1月号から抜粋）

　私事であるが、小学校2年生だった1964年に東京オリンピックが開催
された。中学1年から2年になった1970年に大阪万博があった。どちら
も戦後の高度成長の真っ只中で活気に溢れ、日本全体がこの巨大イベン
トに熱中していた。東京五輪では、首都高速道路が急ピッチで完成し、
夢の超特急ひかりが新大阪まで駆け抜けた。開催国とはいえ、女子バレー
ボールの東洋の魔女は凄かった。体操日本として鉄棒や床運動に感動し
た。アーティストのコンサートなどで随分お世話になった渋谷公会堂は、
重量挙げ競技会場だった。エチオピアのアベベ選手のマラソン二連覇も
凄かった。もちろん、日本の季節・時間に合わせて気候のよい10月の昼
に競技が行われた。
　また大阪万博はアポロ11号の有人月面着陸に湧いた時代で、アポロ8
号の司令船の実物や月の石が展示され、本当にワクワクした。
　2020年には東京オリンピック・パラリンピックが開催されるし、
2025年には大阪万博の開催が決定した。人生で2回、国際的大イベント
に日本で触れることになる。近年は大災害が我々を襲い、さまざまな苦難・
支援が同時進行している。それらと調和を保ち、かつてのように日本全
体が一枚岩になって成功へと突き進んで欲しいと願っている。

　私は大学の無給医局員時代の1985年に、つくば科学万博の救護所に担
当医として参加した。我々医師は、イベントを傍観するだけではなく、
医師としてできる限りの協力もしなくてはならない。
� （北多摩医師会報 第568号から抜粋）

新米ワーママになりました。

Big Event

ふれあいポスト 各地区会報から

井の頭公園� 板橋区医師会  加納章子



9 令和2年4月15日 都 医 ニュース  ［昭和48年12月7日第3種郵便物認可］　第650号

お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院
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フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂
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大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

昭
和
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座

　
　

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
学
部
門　

主
任
教
授

�

相  

良   

博  

典  

先
生

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
呼
吸
器
内
科
学

　
　

教
授

長  

瀬   

隆  

英  

先
生

喘
息
お
よ
び

�

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
診
療
の
最
新
情
報
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日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　45、46、73、79
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※�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止する場合は、
本会ホームページでお知らせいたします。
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　2019年6月から大森医師会長を拝命いたしました藤井と申します。
　大田区の人口は約73万人で区内には大森、蒲田、田園調布医師会があり
ます。大田区の規模はほぼ小さめの県に匹敵しており、以前に3医師会統合
が話題になったこともありますが、地区医師会として各会員に気を配りながら
仕事をするためには適正な規模かもしれません。
　しかし、一方で医療の専門家集団として大田区と仕事をしていくことは、大
森医師会単独では不可能であり、3医師会の協調が欠かせません。3医師会
で必要と判断し、提案した事案については、3本の矢ではありませんが、区
に対しても主導力をもっていけるものと考えています。
　地区医師会としてやるべきことを区との関係において考えていくことと、会
員のために考えるべきことに分けて考えてみたいと思います。

区との関係において考えていくこと
１．�さまざまな災害対策における区との連携強化（地震、台風、洪水、テロ
対策など）

　現在、大田区との避難救護所における訓練のほか、各町内会の中に災害ボ
ランティアを育成し、震災時に応急処置や病院までの搬送を行える人材を育
成しております。今後の地球温暖化の影響による大型台風や洪水等の大規模
災害対策について大田区と協議しています。また、化学物質によるテロに備え、
区からの警察、消防情報の素早い情報提供について協議しております。発災
時の情報伝達手段についてはかなりのコストがかかり、単独の医師会では困
難なため、大田区と3医師会で必要性と有効性について十分に吟味し、行っ
ていく必要があります。
２．認知症対策
　大田区で独自に行ってきた認知症検診を、東京都の認知症検診の予算を活
用しさらに充実したものにすることを考えています。これにより、認知症検診
の医療機関および区民への周知を図り、受診率を向上させたいと考えており
ます。また、認知症に対する治療およびケアについて専門家としての助言を
行い、行政の認知症対策を総合的に体系化していくことを行っています。
３．区民健診（検診）の拡充と有効性の向上
　現在、特定健診の受診率が大田区は、23区中20位と下位に甘んじており
ます。受診率の向上のために、大田区で健康ポイント制度（はねぴょん健康

ポイント）を開始し、健診受診に対して高ポイントを付与することとなりまし
た。3医師会で受診勧奨のポスターを作成し、各出張所にお願いして町会の
掲示板に貼っていただきました。また、数年間、生活習慣病で通院しておらず、
かつ3年以上健診を受けていない区民2.4万人にはがきによる勧奨を行って
いただきました。数年以内に受診率が23区中真ん中くらいまで上がるといい
なと考えております。また、将来の胃がん撲滅のため、成人式を迎える若者
達を対象としたピロリ菌検診が令和元年12月からスタートしました。受診率
はやや低迷しておりますが、数年かけて軌道にのることを願っております。ま
た、今年度からは、骨粗鬆症検診も開始することとなり、転倒による寝たき
り防止につながるよう、現在最終の準備を行っております。
４．医師会休日診療
　選定療養費徴収の影響もあり、インフルエンザの流行期において、1日
200名以上の患者さんが来院するようになりました。5年前と比べ3～4倍の
患者数となっています。待ち時間が3時間に及ぶこともあるため、大田区との
協議により、繁忙期の医師増員、および受付、トリアージに必要な人材の確
保のための予算を確保していただきましたが、出動医の先生方には大変苦労
をかけております。

会員のために考えるべきこと
１．�医師会員の交流のため、テニス、釣り、山歩きの同好会を新しく作るこ
とになりました。現在、部員募集中です。

２．�医療安全の向上および適正処方のため、これまで以上に薬剤師会とパー
トナーとして連携できるよう医師会主催の講演会や懇親会などにお呼び
しています。疑義照会や意見を言っていただきやすい関係づくりが重要と
考えています。

３．�病診連携だけではなく下肢静脈瘤、痔の診療などで診診連携を進めてい
きます。

４．�医師会独自の講演会を行い、最新医療のわかりやすい習得の機会の提
供に努めています。

５．�地域包括ケアシステム、在宅医療における医師のイニシアチブを再確認し、
多職種連携のトラブルを減らすように努めていきます。

地区医師会長からの一言
大森医師会の取り組み
大森医師会長　藤井大吾

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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